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百
四
輯
平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）
年
六
月
二
十
五
日
　印
刷
平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）
年
六
月
三
十
日
　発
行
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
代
表
　出
原
隆
俊
　
振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
│
四
│
二
四
六
四
一
電
話
　〇
六
│
六
八
五
〇
│
五
一
一
一
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　日
本
文
学
・
国
語
学
研
究
室
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五
印
　刷
　亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社
編
集
・
発
行
者
〒
560─
8532
編
　集
　後
　記
　
今
号
に
は
、
五
篇
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
斎
藤
理
生
先
生
の
ご
論
考
は
、
昨
年
度
の
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
、
着
任
記
念
の
ご
講
演
の
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
織
田
作
之
助
の
『
十
五
夜
物
語
』
に
つ
い
て
、
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
同
時
代
の
大
衆
小
説
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
精
緻
に
読
み
解
か
れ
て
い
ま
す
。
　
今
回
の
論
文
の
中
で
は
、
文
学
史
の
正
統
と
は
や
や
は
ず
れ
た
位
置
に
あ
る
作
品
を
、
考
察
の
た
め
の
重
要
な
材
料
と
し
て
活
用
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
や
資
料
と
誠
実
に
向
き
合
い
つ
つ
、
様
々
な
か
た
ち
で
〝
越
境
〞
を
試
み
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。最
近
、議
論
喧
し
い
人
文
学
研
究
の
意
義
や
効
用
と
い
っ
た
問
題
に
対
す
る
答
え
も
、
そ
う
し
た
試
み
の
中
か
ら
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
新
刊
紹
介
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
書
籍
は
、
金
水
敏
先
生
の
ご
近
著
三
点
を
は
じ
め
、
十
二
点
を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
滝
川
幸
司
先
生
の
『
菅
原
道
真
論
』
が
、
第
四
回
池
田
亀
鑑
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
、
ま
た
勇
気
づ
け
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
本
号
よ
り
、
投
稿
規
程
に
「
本
誌
掲
載
論
文
は
、
大
阪
大
学
学
術
情
報
庫
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
で
公
開
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
一
文
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
学
術
雑
誌
の
論
文
を
、
ウ
ェ
ブ
上
に
お
い
て
閲
覧
可
能
と
す
る
こ
と
が
、
現
在
、
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
規
定
は
、
そ
う
し
た
潮
流
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ご
理
解
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
合
山
林
太
郎
）
前
号
目
次
永
井
荷
風
に
よ
る
館
柳
湾
評
価
の
背
景 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
合
山
林
太
郎
―
明
治
期
漢
詩
人
の
江
戸
漢
詩
に
対
す
る
ま
な
ざ
し―
『
河
海
抄
』
巻
十
論 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
本
　
　大
―
後
人
増
補
混
入
の
可
能
性
を
中
心
に―
合
巻
制
作
の
一
様
相 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
澤
　知
世
―
京
伝
と
三
馬
に
お
け
る
相
互
利
用―
も
の
言
う
動
物 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩
田
　美
穂
藤
本
真
理
子
―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
動
物
の
イ
メ
ー
ジ―
流
音
の
特
徴
か
ら
見
た
役
割
語
と
し
て
の
韓
中
ピ
ジ
ン 
…
…
…
…
…
…
…
…
金
　
　旻
貞
―
日
中
ピ
ジ
ン
資
料
を
参
照
し
つ
つ―
紹
介
　蜂
矢
真
郷
著
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
藤
　由
貴
紹
介
　加
藤
昌
嘉
著
『
源
氏
物
語
』
前
後
左
右
』
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宮
川
　真
弥
紹
介
　荒
木
浩
著
『
か
く
し
て
『
源
氏
物
語
』
が
誕
生
す
る
　
　
　
　物
語
が
流
動
す
る
現
場
に
ど
う
立
ち
会
う
か
』 …
…
…
…
…
…
…
…
瓦
井
　裕
子
紹
介
　合
山
林
太
郎
著
　
　
　
　『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』 …
…
…
…
…
…
新
稲
　法
子
紹
介
　熊
倉
功
夫
・
筒
井
紘
一
・
名
和
修
監
修
　川
崎
佐
知
子
校
訂
　
　
　
　『
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茶
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湯
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衞
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記
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六
）
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